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免責事項

本資料の作成は、正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではありません。

本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。本資料中の業績見通しならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が

判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、事業環境の変化等の様々な要因に より、実際の業績は記述されている将来見通しとは異なる結果となることがあることをご承知おきください。
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１. 2018年３月期 決算概要
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セグメント変更について

2017年３月期 2018年３月期

周辺
機器
事業

メモリ

フラッシュメモリ

ストレージ

NAS

ネットワーク

サプライ・アクセサリ

その他

サービス事業

金融事業

金融事業

※変更前セグメントの「サービス事業」は、「周辺機器

事業」 に含まれます

周辺機器事業
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連結売上高

1,203 1,169 
1,237 

1,173 

1,026 1,012 

826 800 
746 723 

0

400

800

1,200

1,600
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（億円）

723億円
前期比 3.0％減
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事業別連結売上高

730
702

15

21

1703期 1803期

746

723

（億円）
周辺機器事業

前期比 3.8％減
周辺機器市場の縮小及び販売価格の適正化

金融

前期比 36.2％増
良好な市場を背景に堅調に推移
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連結営業利益

21 

75 

107 

66 

17 

28 
35 

44 

56 53 
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0903期 1003期 1103期 1203期 1303期 1403期 1503期 1603期 1703期 1803期

（億円）

53億円
前期比 4.6％減
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連結事業別営業利益

47 43

8 11

1703期 1803期

56 53

（億円）
周辺機器事業

前期比 7.7％減
売上減少の影響を補えきれず減益

金融

前期比 35.3％増
堅調に推移

※その他・消去分を含む
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連結営業利益分析
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（億円）（億円）
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連結自己資本当期純利益率

2.5 

16.4 

17.8 

11.3 

3.4 
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8.4 
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（％）

11.7％
前期差 1.6％増
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一株当たり当期純利益

31.41 

224.66 

282.59 

200.14 

64.17 

95.29 

142.57 

171.93 

229.88 

284.36 
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284円36銭
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株主還元推移

8.9 13.3 8.5 8.5 13.5 

76.8 

41.5 

124.3%

76.5%

0%

80%

160%

0

50

100

1403期 1503期 1603期 1703期 1803期

配当金 自己株式取得額 総還元性向
（億円）

76.5％

※総還元性向＝（自己株式取得金額＋配当金）／純利益
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連結キャッシュ・フロー

43 

43 

44 

53 

80 

46 

46 

0 

0 

9 

27 

7 

41 

0 50 100

現金及び現金同等物の期末残高

(その他)

(配当)

財務活動によるCF

投資活動によるCF

営業活動によるCF

現金及び現金同等物の期首残高

（億円）

1803期

-

-

-

事業を通じて獲得したキャッシュは、自己株式の取得と株主還元に活用

・税引前利益
・法人税等の納付

・自己株式の取得

・配当金の支払い

-

・有形固定資産の取得
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連結決算 B/S

単位：百万円 1703期末 1803期末 差異

流動資産 60,969 57,096 △3,872

現金及び預金 4,989 4,344 △644

受取手形及び売掛金 13,177 9,666 △3,511

棚卸資産 8,692 8,771 78

その他の流動資産 34,109 34,314 204

有形・無形固定資産 1,383 1,790 406

投資その他の資産合計 5,611 6,935 1,323

資産合計 67,964 65,822 △2,141

流動負債 22,168 18,503 △3,664

支払手形及び買掛金等 15,638 11,376 △4,262

未払法人税等 1,023 374 △648

その他の流動負債 5,506 6,752 1,246

固定負債 2,441 2,127 △314

負債合計 24,609 20,630 △3,978

純資産合計 43,355 45,191 1,836

負債純資産合計 67,964 65,822 △2,141

・売上減による影響

・仕入減による影響

・増益による影響
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設備投資・減価償却・研究開発費

単位：百万円 1703期 実績 1803期末 実績

設備投資 433 375

有形 309 328

無形 124 46

流動負債 641 592

有形 297 255

無形 343 336

研究開発費 1,750 1,864
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２. 2018年３月期重点取組み報告
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重点取組み報告 ～周辺機器事業［周辺機器分野］

周辺機器事業

周辺機器分野

サービス分野



周辺機器
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「Wi-Fiルーター」市場

100%

104%

111%

100%

95%
94%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

1603期 1703期 1803期

台数ベース
前期比

２％減

単価ベース
前期比

７％増

※GfKデータより



周辺機器
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「Wi-Fiルーター」当社実績

100%

102% 107%

100%
113% 103%

10%

50%

250%

1603期 1703期 1803期

単価ベース
前期比

５％増

台数ベース
前期比

９％減

※GfKデータより



周辺機器

20

「Wi-Fiルーター」シェア状況

販売シェア堅持

1位 44％40%

48%
44%

1603期 1703期 1803期

※GfKデータより



周辺機器
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「外付け(据置型)HDD」市場

100%

95% 94%

100%

125%

93%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

130%

1603期 1703期 1803期

台数ベース
前期比

25％減

単価ベース
前期比

１％減

※GfKデータより



周辺機器
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「外付け(据置型)HDD 」当社実績

100% 93% 97%

100%

138%

90%

10%

50%

1603期 1703期 1803期

単価ベース
前期比

４％増

台数ベース
前期比

35％減

※GfKデータより



周辺機器

23

「外付け(据置型)HDD 」販売シェア状況

販売シェア堅持

1位 41％
42%

47%
41%

1603期 1703期 1803期

※GfKデータより



周辺機器

24

法人向け市場における文教分野注力

仙台市立六郷小学校 様

投球フォームを撮影後、WEB教材の解説
動画と比較し、フォームの改善に活用

智辯学園和歌山小学校 様

デジタル教科書を利用した参加型の授業に
より、児童の理解度向上に
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重点取組み報告 ～周辺機器事業［サービス分野］

周辺機器事業

周辺機器分野

サービス分野



サービス

26

「アパートWi-Fi」導入実績

0 

9 

19 

24 

36 

0

20

40

13年5月 16年9月 17年3月 17年9月 18年3月

導入実績戸数
前期比

89％増

（千戸）

サービス
開始



サービス
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「アパートWi-Fi」営業拠点拡大

営業拠点数

９拠点増

全国：11拠点



サービス
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「データ復旧サービス」の歩み

2017年

3月 6日 アドバンスデザイン子会社化 ※MHD

5月 1日 データ復旧サービス開始

12月 5日 他社製品の復旧開始

2018年

2月22日 日本経済新聞広告掲載



サービス
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「データ復旧サービス」受付実績

0 

2 

4 

6 

0

3

6

17年5月 17年9月 17年12月 18年3月

（千台）

累計受付数

順調に
拡大中

サービス
開始



サービス
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「データ復旧サービス」申込者アンケート結果

0.9 

5.8 

8.3 

20.5 

54.9 

0 30 60

価格が他社に比べて安いから

料金体系が明確だから

診断と見積りが無料だから

安心して任せられると思ったから

申し込む製品がバッファロー製だから

（％）

価格より安心

圧倒的に
有利な条件

※当社調べ 2017年12月
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３. 2019年３月期重点取組みと

中長期的な経営方針
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シマダヤ株式会社の完全子会社化

＜森の経営＞
業界特有の変化を補完、リソース配分が容易 ⇒ 企業価値向上
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商号 シマダヤ株式会社

所在地 東京都渋谷区恵比寿

創業（設立） 1931年7月（1949年3月）

代表者 代表取締役社長 木下 紀夫

資本金 10億円

連結業績

決算期
2015年3月
2016年3月
2017年3月

売上高
384億円
368億円
372億円

営業利益
15億円
13億円
22億円

従業員 1,802名（連結：2017年3月現在）

事業内容 麺類及び関連食料品の製造及び販売

シマダヤ株式会社の概要

経営コンセプト

代表的な製品
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セグメント変更について

2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期

周辺
機器
事業

メモリ

フラッシュメモリ

ストレージ

NAS

ネットワーク

サプライ・アクセサリ

その他

サービス事業

金融事業

周辺機器事業

食品事業金融事業

IT関連事業

金融事業
※変更前セグメントの「サービス事業」は、「周辺機器

事業」 に含まれます

※変更前セグメントの「周辺機器事業」は、「IT関連

事業」 に名称変更いたします。含まれる事業内容

に変更はございません



サービス
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「アパートWi-Fi」成長目標
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36 

55 

0
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13年5月 16年9月 17年3月 17年9月 18年3月 19年3月

（千戸）

サービス
開始

導入戸数増

20万戸

（予定）



サービス

36

データ復旧サービス実績
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4 

6 

12 

0

4
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17年5月 17年9月 17年12月 18年3月 19年3月

（千台）

受付件数

約２倍

（予定）
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中期ビジョン(ゲートウェイ2.0)の概念図

家庭内でWi-Fiが
「つながらない」
「つなげられない」
「つながらなくなった」
をなくす

公共の場のWi-Fiに
「つながらない」
「つなぐのが面倒」
「つなぐのが怖い」
をなくす

大事なデータが
「消失した」
「消失が怖い」
「再生できない」
「使えるが遅い」
をなくす

ホームネットワーク
イノベーション

パブリック
ゲートウェイ
ソリューション

データストレージ
オプティ
マイゼイション

IoT

IoT(モノのインターネット)時代の社会全体での安心ネットワークを提供
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2019年３月期重点取組みまとめ及び中長期的な経営方針

売上伸長に頼らずとも利益を生みだせる
経営とその推進

⇒長期的な視点で企業活動を行なっていく

・ 周辺機器事業の収益力強化

・ シマダヤの生産能力向上

・ アパートWi-Fiの導入数拡大と人員増

・ 継続的なロスコストの削減

・ 事業拡大のためのM&A など
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資本政策の基本的な方針

① 総還元性向80％以上を目標とする
※2017年３月期～2021年３月期までの５期

② 長期的な一株当たり利益の成長を目指す

※2016年２月12日 当社リリースより

成長への投資と安定した株主還元を両立し、持続的な株主価値の向上に努めていきます。
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（ご参考）メルコグループの紹介
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デジタル家電・パソコン周辺機器メーカー
及びデータ復旧サービス

パソコンパーツなどの開発・製造・販売

純粋持株会社

アパートWi-Fiなど自社サービスを展開

食品事業IT関連事業 金融事業

データ復旧/消去/変換サービスなど

ストレージ関連製品の開発・製造・販売

麺類及び関連食料品の製造及び販売 グループにおける金融事業の統括管理

［海外］Buffalo Americas 他

メルコフィナンシャルホールディングス
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高い店頭シェアを誇り、多くの製品がシェアNo.1

BCNが実施する「BCN AWARD」において、バッファローで7部門、CFD販売5部門の計12部門で
2017年１月～2017年12月集計のメーカー別販売数量シェア第１位であることを認定されました

無線LAN

47％

Hub
32％

41％

グラフィックボード

28％

NAS

32％
32％

ルーター

69％

LANカード

32％

拡張I/F

34％

ドライブケース

39％36％

3％

メモリ PC電源

39％
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GfK Japan 調べでも高い店頭シェアを誇ります

※１：外付（据置型）HDDは、『HDD』より「外付けタイプ」から 「据置」を抽出

※２：ポータブルHDDは、『HDD』より「外付けタイプ」から 「ポータブル」を抽出

※３：NASは、『HDD』より、「LANインタフェイス」から 「ワイヤード、ワイヤレス、

他LAN」を抽出

※４：無線ルータは、『ルータ』より「伝送方式」から「共用」を抽出

※５：有線ルータは、『ルータ』より「伝送方式」から「有線」を抽出

全国の有力家電量販店販売実績を集計するGfK Japan調べ（2017年4月～

2018年3月までのデータを元に集計） ※メーカー別販売数量シェア

GfK Japanが実施する「GfK Certified」において、HDD、DVDドライブ、ネットワークで2017年1月～
2017年12月集計のメーカー別販売数量シェア第１位であることが認定されました

外付（据置型）HDD※3

41％

ポータブルHDD※4

22％

無線ルータ ※1

44％

有線ルータ ※５

81％

43％

NAS ※2

18％

USBメモリ
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メルコバリュー

千年企業

私たちは、先人の教えを真摯に学び、活用し、常に未来を見据え、メルコバリューを共有する

全ての人たちとともに、メルコグループの永続的な成長を目指します。

顧客志向

私たちは、常にお客様の視点に立ち、より良い社会生活の実現に資する商品・サービスを提供

し続け、私たちの智恵と努力が社会の発展に寄与することを喜びとします。

変化即動

私たちは、世の中の変化に目をそむけず、誤りに気付いた時は引き返す勇気を持ち、常に自己

研鑽に励み、自己変革を目指して行動します。

一致団結

私たちは、フェアーアンドオープンの精神で、高い志と情熱を共有する人たちと共に、いかなる

困難をも乗り越え、一丸となって目標を達成します。
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お問合せ先

株式会社メルコホールディングス 社長室

TEL：050-5830-8865 / FAX：050-5830-8867

E-mail：ir@melcoinc.co.jp


